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   ご  あ  い  さ  つ    
 

 

 

 

八雲住区住民会議 会長  小 沼  洋 子 

 

 

八雲住区住民会議は本年設立 40 周年を迎えるこ

ととなりました。この間、町会、商店会、ＰＴＡ、

学校、行政など地域の多くの皆さまにご支援、ご協

力をいただいておりますこと、深く感謝申し上げま

す。 

 さて、八雲住区は目黒区の中では、最後に設立さ

れた住区住民会議です。設立にあたっては色々なご

苦労があったと聞いていますが、先人たちのお陰で

昭和60年 12月に設立総会が行われ、初代会長にな

られたのが益戸忍会長です。 

設立当時私は住区との関わりはありませんでした

が、既に発行されていた広報誌「やくも住区だより」

などで、広く地域の方々に住民会議が目指すコミュ

ニティづくりを呼び掛けており、私もその趣旨に賛

同して暫くしてから住民会議に参加させて頂くよう

になりました。当初は会議をする会場があちらこち

らで、いつも間借り状態でした。八雲小学校の家庭

科室、氷川神社の社務所、八雲４丁目にあった区の

出張所の２階などをお借りしていましたが、大変不

便な思いをしていました。 

なんとかして住区センターをと願っていましたと

ころ、その願望がかなったのが第二代住友勇二会長

の時でした。建設委員会では住区住民会議、いこい

の家、児童館、学童クラブなどの皆さんの様々な意

見を摺り合わせて、平成10年に住区センターが完成

しました。 

特に土地の確保などで大変ご尽力頂いたのが、次

の第三代会長になられた岡田栄子会長です。岡田会

長の下、住区センターを拠点に住区住民会議の活動

もより一層活発になりました。住区センターの利用

団体による発表の場と同時に、地域の方々との交流 

と親睦が目的の「八雲ワイワイまつり」や “ふるさ 

 

と八雲”を目指して八雲小学校で開催している「八

雲の夏まつり」などは、現在も継続されている事業

です。多くの団体や地域の方々と一緒になって企画

し実施しています。実行委員会も和気あいあいと楽

しんで出来ていることに感謝しております。 

また平成18年度、住区センターの指定管理者制度

の導入で管理運営の体制が大きく変更しました。翌

年木元巖会長が第四代会長になられ、中根学童保育

クラブの移転に伴いそのスペースを住区が指定管理

者として受けることにもなりました。この制度のお

陰で、八雲住区住民会議では運営員を一般公募し、

住区住民会議の活動の担い手が増えていることは有

り難いことです。木元会長の合い言葉である「遠く

の親戚より近くの他人」をモットーに、これまで順

調であった住区活動も、新型コロナ感染時には住区

センターは休館となり住区の行事もかなり縮小され

ました。 

しかしそのような中でも第五代会長の北澤尚文会

長は、感染予防をしながら工夫を凝らして「八雲の

夏まつり」の代わりとして、「八雲子どもデー」を実

行しました。八雲小学校校庭に子供たちの楽しそう

な歓声と笑顔が見られたことは、今でも忘れられま

せん。 

40 周年を迎えた今年度から第六代目会長を拝命

しました私ですが、社会の流れの変化や目黒区の方

針の変更など、これからの住区活動に不安はありま

すが、今まで先輩方によって培われた地域との連携

や人と人との繋がりを大切にしながら、デジタル化

にも背を向けず、徐々に受け入れながら前進してい

きたいと思います。 

今後とも、皆様のご指導とご鞭撻を賜りますよう

お願い致します。 
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行 政 か ら の 祝 辞

目黒区長　青木　英二　

八雲住区住民会議設立40年に寄せて

八雲住区住民会議設立40年、誠におめでとうござ

います。

八雲住区住民会議におかれましては、40年という

永きにわたり地域の皆様とともにまちづくりにご尽

力され、充実した住民会議に発展されました。住区

住民会議の皆様の熱意とご努力に改めて感謝申し上

げます。

歴史を振り返りますと、八雲住区住民会議は、昭

和60年12月７日に設立されました。住区住民会議

の設立としては最後になりましたが、最後発の住区

住民会議とは思えないほど、今日まで活発に活動を

継続されてまいりました。

新年お楽しみ会や八雲の夏まつり、ワイワイまつ

りなど、盛りだくさんの楽しいイベントを企画、実

行されることで、住区にお住いの皆さんの親睦に心

をつくされ、大きな区民の輪となっていることは、

私にとりましても大きな喜びです。

さて、この40年の間には、昭和の終わりから平成

の始めのバブル景気とその崩壊、平成になってから

もリーマンショック、さらには東日本大震災、令和

にはコロナ禍と、社会を揺るがす大きな出来事が幾

度もございました。

そうした荒波をも乗り越え、今につながる地域の

コミュニティの輪をしっかりと築いていただいてお

りますこと、誠に喜ばしい限りでございます。区と

いたしましても、住区住民会議の活動支援を更に進

めてまいります。

今後とも地域の課題解決の場として、住区の皆さ

んの安全安心のコミュニティの輪をさらに大きく広

げていただきますことをお願い申し上げますととも

に、八雲住区住民会議のますますのご発展と皆様の

ご健勝をお祈りして、お祝いのことばとさせていた

だきます。

目黒区教育委員会

教育長　高橋　和人

お祝いの言葉

八雲住区住民会議設立40周年、誠におめでとうご

ざいます。

地域に根ざした活動を 40 年にわたり継続されて

きたことは、関係者の皆様の熱意と努力の賜物であ

り、深く敬意を表します。

特に、八雲住区センターや八雲小学校を会場とし

た多様な楽しいイベントの実施、防災活動への積極

的な取組など、住民同士の絆をはぐくんできた歩み

は、地域の大きな財産といえます。こうした地道な

活動の積み重ねが、住民の皆様の信頼と協力を育み、

地域の安定した暮らしを支えてきたものと感じてお

ります。

昨今では、デジタル技術の進展、生成ＡＩの普及

などにより、地域コミュニティの希薄化が指摘され

ています。そのような時代だからこそ、地域の中で

人と人とが直接つながり、支え合う関係の大切さが

改めて見直されています。八雲住区住民会議の皆様

の活動は、そうした地域の力を実感させてくれるも

のです。

また、八雲小学校・第十中学校の教育活動へのご

理解とご支援に心より感謝申し上げます。今後とも、

地域と学校が連携し、子どもたちの健やかな成長を

支えていけることを願っております。

八雲住区住民会議のさらなる発展を祈念し、お祝

いの言葉といたします。
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目黒区区民生活部 

部長 田中 健二 

 

八八雲雲住住区区設設立立4400周周年年おお祝祝いいのの言言葉葉  

         

八雲住区住民会議設立 40 周年おめでとうござい

ます。永きにわたりコミュニティ形成に尽力されて

きたすべての皆さんに改めて感謝を申し上げます。 

さて先日、区民生活部長室の資料を整理していた

ら「八雲住区コミュニティ・カルテ」を発見しまし

た。これは、区の当時の基本目標「明るい豊かな人

間のまち」に沿って、住区の皆さんが、地域の状況

を自分たちで実際に見て、改善すべき課題をまとめ

ていただいた汗と涙の結晶です。平成２年に作成さ

れたこのカルテは、今日まで八雲住区地域における

まちづくりの方向性に大きく生かされています。 

子どもから大人まで、それぞれの地域で暮らし、

様々な活動されている方々が集まり、一緒に協力を

しながら地域の課題を解決していく、自分たちにと

っての「心地よいまち」を形成していく、住区住民

会議の良さがそこにあります。 

40年を超え、先人たちの思いがこれからも紡がれ

ていきますよう、区はこれからも皆さんと一緒に汗

を流しながら、八雲住区住民会議の活動を支えてい

きたいと思います。 

 

 

 

西部地区サービス事務所 

所長 大迫 忠義 

 

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年  

おおめめででととううごござざいいまますす  

 

八雲住区住民会議の設立40周年、おめでとうござ

います。設立から現在に至るまで、たゆまなく地域

コミュニティの発展にご尽力いただいておりますこ

と、本当にありがとうございます。 

さて、八雲住区では新年お楽しみ会、夏まつり、

ワイワイまつりと多くのイベントを開催されていま

すが、その度に参加された皆さんの大いに楽しまれ

ているお姿を拝見し、住区住民会議の皆様の不断の

ご努力を垣間見る思いがいたしております。 

また、私どもの西部地区サービス事務所は八雲住

区内にございますが、いわば地元である八雲住区住

民会議の皆様には、常々にまた様々にお力添えいた

だいておりますこと、この場をお借りして職員一同、

感謝申し上げます。 

最後になりましたが、これからの八雲住区住民会

議のますますのご発展と、皆様のご健勝を祈念いた

しまして、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

相 談 役 か ら の 祝 辞  

 

 

 

目黒区立八雲小学校 

校長 藤井 良江 

 

 

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年にに寄寄せせてて  

 

 八雲住区住民会議設立40周年、誠におめでとうご

ざいます。 

安全安心で、暮らしやすいこと、人とつながり、

活力あふれるまちであることは、住民の皆様にとっ 

て、大切な願いだと思います。だからこそ、八雲住

区住民会議が八雲地域のリーダー的な存在として

40年の長きにわたり、地域を守り続け、地域安全や

環境改善、地域住民同士のつながり、青少年の育成

等、様々な事業に取り組まれていることに心より敬

意を表したいと存じます。 

中でも、大人も子どももつながる楽しい事業運営

に奉仕されていらっしゃることは、まさに、八雲住

民会議の小沼会長さんを始めとする多くの役員のみ

なさまの熱意や地域愛の賜と推察いたします。また、

日頃、地域にある八雲小学校の教育活動にご理解と

ご支援の温かなお声をいただいておりますこと、感

謝申し上げます。何より、子どもたちの健全育成に

当たり、住区住民会議の皆様のお力をいただけます

ことは、たいへん心強く思っております。 

④ 
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謝申し上げます。何より、子どもたちの健全育成に

当たり、住区住民会議の皆様のお力をいただけます

ことは、たいへん心強く思っております。 

④

⑤

⑥
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今後も引き続き、学校の教育活動へのご理解ご協

力を賜るとともに未来の地域の担い手となる子ども

たちを末永く温かく見守りくださいますよう、お願

いいたします。 

最後になりますが、八雲住区住民会議の益々のご

発展をお祈り申し上げます。 

目黒区立第十中学校 

校長 安藤 咲織 

重重責責にに、、誇誇りりとと喜喜びびををももっってて  

八雲住区住民会議設立40周年、誠におめでとうご

ざいます。長きに渡り「地域の環境改善と住みよい

まちづくりの推進」を目指し、地域社会の向上に努 

めてこられた皆様に、心より敬意を表します。 

また、昭和22年に開校いたしました本校も、まも

なく80才の誕生日を迎えようとしております。この

間、皆様からの温かいお言葉と、ご指導・ご支援を

賜りましたことに、厚く御礼申し上げます。 

さて、2003年に施行された少子化社会対策基本法

は「家庭や子育てに夢を持ち、かつ、次代の社会を

担う子どもを安心して生み、育てることができる環

境を整備すること」を基本理念としています。とり

わけ学校には、子どもたちの豊かな人間性を育むこ

とが求められていますが、まずは地域行事やボラン

ティア活動に子どもたちが積極的に参加し、地域の

一員としての自覚を持つことが大切と考えます。地

域と学校が手をつなぎ、ともに同じ方向に向かって

歩むことが、これからの日本を創る第一歩となるに

違いありません。 

私たち教職員はこの重責に誇りと喜びをもって努

めて参りますので、今後ともお力添えの程、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

八雲住区住民会議 

前会長 北澤 尚文 

八八雲雲住住区区設設立立4400周周年年にに寄寄せせてて  

八雲住区は、昭和60年12月に目黒区最後の住区

住民会議として誕生し、今年40歳となりました。 

私は平成４年から西部地区の学童保育クラブ増設

運動に携わり、クラブ父母会、八雲小ＰＴＡを経て

八雲住区に関わりました。当時は町会子ども会の活

動が下火となり、ＰＴＡとつながりの深かった住区

の取組が地域に身近になっていた時代かと思います。 

 平成 27 年に多くの先達が築き上げてくれた八雲

住区の舵取りを木元巖会長から引き継ぎました。コ

ロナ禍の３年間を経てやっと落ち着いて住区活動が

できるようになり、今年小沼洋子新会長にバトンタ

ッチしました。現在は設立40周年記念事業実行委員

会の委員長を務め、氷川神社シャッター塗替え、記

念誌編集、式典・祝賀会の準備に奔走しています。 

 八雲住区は、これからもメンバーのチームワーク

はもとより町会・商店会との連携、さらに学校・Ｐ

ＴＡとの協力関係など、大いに発展させ、「ふるさと

八雲」づくりに寄与してくれることを願っています。

そして若い人たちの担い手確保などの課題はありま

すが、他の住区から学び、さらに50周年に向けて躍

進してくれることを期待しています。 

⑦

⑧
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町会・商店会・ＰＴＡからの祝辞

宮前町会 会長 岸人 弘久

八雲住区住民会議設立40周年を祝して

40周年の節目を迎え、誠におめでとうございます。

同時に歴代の代表者役員はもとより活動に参加され

た皆様方に敬意を表します。

令和５年度より八雲住区の役員となり町会長とし

て協力する立場になりました。私は２年問ただ参加

で協力できたかなと反省しているところです。

私の思う組織として、町会は住民同士の親睦や行

政を補助する役割と防犯や防災、高齢者の見守り等

多岐にわたり地城の為に活動しております。住区住

民会議は住区内に住む人々や町会・自治会、ＰＴＡ、

商店街等と地域で活動している人々にて組織され活

動していると思います。

八雲住区は西部地区の中でも地域・町会(自治会) ・

学校・商店街とが一体となって色々な行事を実施し

ている最高に理想的な住民会議と思います。私も一

員として数年間参加しての印象は、通年で学校での

餅つき大会・盆踊り、住区での色々の行事、語り継

がれるであろう学校周年記念行事を一緒に行う等多

くの活動をやられ関心している所です。自分も一緒

に参加をしたよと言えるように頑張っていきたいと

思っています。

最後に八雲住区住民会議の益々のご発展と委員の

皆様のご健勝を祈念し「設立40周年記念」お祝いの

挨拶とさせて頂きます。

柿の木坂第二維持会

会長 市川 亘

八雲住区住民会議設立40周年を祝して

八雲住区センターが開設 40 周年を迎えられまし

たこと、心よりお慶び申し上げます。

長きにわたり、地域コミュニティの核として、世

代を超えた交流や文化活動の拠点としての役割を果

たしてこられたことに、深く敬意を表します。私ど

も柿の木坂第二維持会におきましても、日頃より貴

センターを活用させていただいており、地域活動を

支えなくてはならない大切な場所となっております。

40年という歴史は、運営に携わる皆様の温かいご

尽力と、地域への深い愛情の賜物と存じます。今後

も地域の皆様に愛され、笑顔あふれる交流の場とし

て、ますますご発展されますことを祈念いたします。

八雲町会 会長 吉野 正人

（柿の木坂商和会 会長）

私の地域活動の原点

「吉野さん！一緒に住区の運営側で楽しく活動し

てみませんか？」この一言から、私の地域活動がス

タートしました。八雲住区住民会議元会長の木元巌

さんからの言葉でした。

その後、八雲住区住民会議の仲間として「遠くの

親戚より近くの他人」を合い言葉に、地域の方々と

楽しく活動をさせて頂くと共に、もう一つの合い言

葉、「ワインの中に真実がある」のとおり、地域の方々

とお酒を飲みながら、次の地域イベントや住区住民

会議の活動等をどうやったら盛り上げることができ

るかについて、本音で語り合い、知恵を出し合いま

した。

私は現在、八雲町会、柿の木坂商和会の会長を務

めさせて頂いておりますが、様々な地域活動の原点

が、先ほど申しあげたところにあります。

今後も、初心を忘れず、前会長の北澤尚文さんが

目指した、子どもたちがこの地域を「ふるさと」と

思ってもらえるような「八雲」づくりに、小沼洋子

会長と共にしっかりと活動して参ります。

改めまして、八雲住区住民会議設立40周年おめで

とうございます。
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富志美会 会長 関根 聡 

 

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年をを祝祝ししてて  
 

八雲住区住民会議の設立40周年、誠におめでとう

ございます。長きにわたり地域の安全・安心、そし

て子どもたちを中心とした温かな交流の場づくりに

尽力されてきた歴代の皆さまに、心より敬意を表し

ます。 

私たち商店街も、地域の皆さまと共に歩み、支え

合いながら発展してまいりました。近年は八雲住区

住民会議の皆様とも共に街を盛り上げる活動が増え

てきて心から喜ばしく思います。こうした節目の年

こそ、地域の絆の大切さを改めて実感いたします。 

今後も皆様と協力し、誰もが安全な地域において、

安心して暮らし、笑顔があふれる街づくりに共に努

めて行くことを楽しみにしております。 

40年の歴史を礎に、次の世代へと誇れる地域を築

いていかれることを楽しみにしております。皆さま

のますますのご発展とご健勝をお祈り申し上げます。 

 

 

 

都立大学本通り親和会  

会長 松永 健嗣 

 

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年をを祝祝ししてて  
 

八雲住区住民会議40周年おめでとうございます。 

約 20 年前八雲小学校ＰＴＡ会長に就任し初めて

住区の活動にかかわらせていただきました。退任後

住区の活動から遠ざかっておりましたが、４年前都

立大学本通り親和会会長になり住区の会議に出席さ

せていただくようになりました。過去にお世話にな

りました方々が大勢いらしゃり心強いかぎりです。 

 私はこの地に生まれ育ち、今もくらしております。

この地に育てていただきました。子供たちが安全に

暮らせる活気ある街づくりに微力ながら協力させて

いただきたいとおもいます。 

 八雲住区のますますのご発展をお祈り申し上げま

す。 

 

 

八雲通り共栄会 

    会長 三室 茂 

 

地地域域のの絆絆をを育育むむ歩歩みみにに感感謝謝をを込込めめてて  
 

八雲住区住民会議創立40周年、誠におめでとうござ

います。 

地域の皆様の暮らしに寄り添い、安心・安全なまち

づくりを推進されてきた八雲住区住民会議の長年のご

尽力に、八雲通り共栄会を代表して心より敬意と感謝

を申し上げます。 

私たち商店街も、地域の皆様に支えられながら、日々

の営みを続けてまいりました。八雲住区住民会議の活

動が、世代を超えた交流の場を生み出し、地域の絆を

深めることで、商店街にも多くの賑わいと活力をもた

らしてくださったことに、改めて感謝申し上げます。 

私も八雲の地に生まれ 40 年余り、同じ 40 代として

これからも八雲住区住民会議と商店街が手を携え、地

域の魅力を高め、誰もが安心して暮らせる、笑顔あふ

れるまちづくりを共に進めてまいりたいと願っており

ます。 

末筆ながら、八雲住区住民会議のさらなるご発展と

皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げます。 

  

  

  

フードセンター 

   会長 坂本 義明 

  

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年にに寄寄せせてて  

  

 古い話です。交通バリアフリー法に基づいた整備

計画を 都立で行うため住区センターで会議した事

がお付き合いの始まりです。 

商店街のコンサートと結びついたホタル祭りを始

めたのも、八雲の盆踊りを見習って、子供達を地域

で育むことにより街を盛り上げることを目指したこ

とが出発です。いろんな方に怒られてばっかりいま

したが、住区のお仲間としてお付き合いいただきま

した。 

自分は現在、日本の八百屋の王様になって、子供

達に国産の野菜果物が食べられることを続けられる

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
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皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げます。 

  

  

  

フードセンター 

   会長 坂本 義明 

  

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年にに寄寄せせてて  

  

 古い話です。交通バリアフリー法に基づいた整備

計画を 都立で行うため住区センターで会議した事

がお付き合いの始まりです。 

商店街のコンサートと結びついたホタル祭りを始

めたのも、八雲の盆踊りを見習って、子供達を地域

で育むことにより街を盛り上げることを目指したこ

とが出発です。いろんな方に怒られてばっかりいま

したが、住区のお仲間としてお付き合いいただきま

した。 

自分は現在、日本の八百屋の王様になって、子供

達に国産の野菜果物が食べられることを続けられる

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
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ように目指しております｡皆様とお会いできなくて

寂しいわ。いささか デブなんで以前のように お手

伝いできませんが、皆様のお心遣いありがたく感じ

ます。 

住区のジョークはため息ですが、明るいところに

楽しいところに人は集います。老いも若きも一緒に

なって、これからも 八雲住区が西部地区の中心とな

ることを願います。 

  

 

 

八雲小学校ＰＴＡ 

 会長 佐藤 裕美 

 

子子どどももたたちちのの笑笑顔顔ああふふれれるる八八雲雲のの輪輪  

 八雲住区設立40周年、心よりおめでとうございま

す。これまで地域の皆さまが力を合わせ、支え合い

ながら築いてこられた40年の歩みに、深く敬意と感

謝を申し上げます。 

日々の暮らしの中で生まれる助け合いの気持ちや、

行事を通じた温かなつながりが、今の八雲住区を形

づくってきたのだと感じます。 

 子どもたちは、地域の皆さまに見守られながら、こ

のまちで安心してのびのびと成長しています。登下

校で声をかけてくださる方々や、行事のたびにご協

力くださる皆さまの存在が、彼らにとって大きな支

えになっており、学校・家庭・地域が一緒になって

育てていけることに、ＰＴＡとして心から感謝して

います。子どもたちが八雲を「心のふるさと」と思

えるように、地域の温かい輪を大切にしながら、笑

顔あふれるまちづくりの一端を、私どもも担ってい

けたら幸いです。 

 八雲住区がこれからも明るく元気な地域として、

さらに発展していきますことを心よりお祈り申し上

げます。 

 

 

 

 

 

  

 

第十中学校ＰＴＡ 

 会長 佐藤 美亜 

 

八八雲雲住住区区住住民民会会議議設設立立4400周周年年をを祝祝ししてて  

 

八雲住区住民会議が設立40周年を迎えられまし 

たこと、心よりお祝い申し上げます。 

地域のため子どもたちのために、深い愛情と熱

い！熱い！情熱をもって活動を続けてこられたこと

に、心からの敬意と感謝を申し上げます。 

  私は、この地域で育ち、今第十中学校のＰＴＡ会

長として、八雲住区住民会議の皆様の活動や想いを

近くで見、感じております。子どもたちのために四

季折々さまざまな趣向を凝らした楽しいイベントの

開催、準備の時間は計り知れません。こんなにも愛

のある地域だということを、改めて実感したのと同

時に、私ももっと子どもたちのためにたくさんの笑

顔や絆を引き継いでいきたい！と胸が熱くなりまし

た。 

 40 年の歩みを支えてこられたすべての皆さまに

感謝を込めて、これからも八雲が「みんなの大好き 

なふるさと」として、ますます輝き続けることを願 

っております。 

  

⑯ 

⑰ 
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西部地区住区住民会議からの祝辞

大岡山西住区住民会議

会長 飯田一彦

設立40周年を祝して

八雲住区住民会議設立 40 年おめでとうございま

す。

40年の歴史は大変長いものだと思います。目黒区

が推し進めていた『明るい豊かなまちづくり、あな

たのまちは住んでいるあなた達の手で住み良いまち

にして行きましょう』という高い理想のもとに進め

られたまちづくりが、歴代の会長と会員の皆様方の

固い団結によって40年間続けられてきました。

隣人間が益々疎遠になりがちな現代において、地

域の皆様方の努力と協力のもとに今日を迎えられた

ということは本当に素晴らしいことだと思います。

隣の住区としましてもうれしい限りです。

今後も末永く地域の方々がご一緒に楽しく活動さ

れ、益々発展されますよう心よりお祈り申し上げ、

お祝いの言葉とさせていただきます。

自由が丘住区住民会議

会長 柳田 香

自由が丘住区、ずっとよろしく！！

八雲住区といえば、館まつりとしての「わいわい

まつり」と住区祭りとしての「八雲の夏まつり」、い

つも楽しみにしております。そして、何かと参考に

させて頂いております。

自由が丘住区にとって八雲住区さんは何だか親戚の

ような気がしています。隣接しているということだ

けでは無く、何かと関わりが多かった様な気がしま

す。一例としては、宮前町会は自由通りを境に八雲

２丁目は八雲住区、３丁目が自由が丘住区と別れて

おり、２つの住区が関わっています。そのため以前

から色々なことを一緒に取り組んできていて、ここ

は一線を引かなければならない、という厳しい事も

ありましたが､多くの方のお骨折りにより親戚同士

のよしみという感じでうまくやって来たような気が

しています。

住区センターが出来たのは同じような時期でした

が、施設の管理などに関して、より良い運営の為に

様々な情報を交換したこともありました。100 年以

上の歴史のある「八雲小学校」の卒業生は住民会議

の枠を超えてこの地域にたくさんいらっしゃること

も親戚と感じる要素になっていると思います。

共に地域の事、子供たちの事、とりわけ十中生の

事を考え、同じ“おまつり”を楽しみ、この地をみ

んなの「ふるさと」になるよう地域の人々の集団と

してぜひ末永くお付き合いいただきたいと思ってお

ります。

中根住区住民会議

会長 小林 節子

八雲住区住民会議発足40周年を祝して

　40周年を迎えられたことお祝い申し上げます。お

めでとうございます。

　西部地区で一番新しい住民会議も不惑の歳となっ

たこと感慨深いものがあります。

　八雲住区はそれまでの住区の良い所をとりいれた

住区センター、住民会議です。いこいの家、児童館

と多様な活動を把握しての住民会議活動は大変な面

もあったかと推察しますが、常に新しい視点を取り

入れられ、また積極的に学校や商店街などの行事に

も参加されて、たくさんの方々と活発に活動を継続

されていることに敬意を表します。

　また歴代会長の皆様は行政としっかりと向き合わ

れ、教示していただくこと、啓発されることも多

く、ともに歩む仲間として心強く感じています。

　今、住民会議の立場、あり様は変わりつつありま

すが、八雲住区住民会議の益々のご発展を祈念申し

上げますと共に、築いてきたものを大事に守り、育

つように一緒に活動できればと思っています。
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西部地区住区住民会議からの祝辞

大岡山西住区住民会議

会長 飯田一彦

設立40周年を祝して

八雲住区住民会議設立 40 年おめでとうございま

す。

40年の歴史は大変長いものだと思います。目黒区

が推し進めていた『明るい豊かなまちづくり、あな

たのまちは住んでいるあなた達の手で住み良いまち

にして行きましょう』という高い理想のもとに進め

られたまちづくりが、歴代の会長と会員の皆様方の

固い団結によって40年間続けられてきました。

隣人間が益々疎遠になりがちな現代において、地

域の皆様方の努力と協力のもとに今日を迎えられた

ということは本当に素晴らしいことだと思います。

隣の住区としましてもうれしい限りです。

今後も末永く地域の方々がご一緒に楽しく活動さ

れ、益々発展されますよう心よりお祈り申し上げ、

お祝いの言葉とさせていただきます。

自由が丘住区住民会議

会長 柳田 香

自由が丘住区、ずっとよろしく！！

八雲住区といえば、館まつりとしての「わいわい

まつり」と住区祭りとしての「八雲の夏まつり」、い

つも楽しみにしております。そして、何かと参考に

させて頂いております。

自由が丘住区にとって八雲住区さんは何だか親戚の

ような気がしています。隣接しているということだ

けでは無く、何かと関わりが多かった様な気がしま

す。一例としては、宮前町会は自由通りを境に八雲

２丁目は八雲住区、３丁目が自由が丘住区と別れて

おり、２つの住区が関わっています。そのため以前

から色々なことを一緒に取り組んできていて、ここ

は一線を引かなければならない、という厳しい事も

ありましたが､多くの方のお骨折りにより親戚同士

のよしみという感じでうまくやって来たような気が

しています。

住区センターが出来たのは同じような時期でした

が、施設の管理などに関して、より良い運営の為に

様々な情報を交換したこともありました。100 年以

上の歴史のある「八雲小学校」の卒業生は住民会議

の枠を超えてこの地域にたくさんいらっしゃること

も親戚と感じる要素になっていると思います。

共に地域の事、子供たちの事、とりわけ十中生の

事を考え、同じ“おまつり”を楽しみ、この地をみ

んなの「ふるさと」になるよう地域の人々の集団と

してぜひ末永くお付き合いいただきたいと思ってお

ります。

中根住区住民会議

会長 小林 節子

八雲住区住民会議発足40周年を祝して

　40周年を迎えられたことお祝い申し上げます。お

めでとうございます。

　西部地区で一番新しい住民会議も不惑の歳となっ

たこと感慨深いものがあります。

　八雲住区はそれまでの住区の良い所をとりいれた

住区センター、住民会議です。いこいの家、児童館

と多様な活動を把握しての住民会議活動は大変な面

もあったかと推察しますが、常に新しい視点を取り

入れられ、また積極的に学校や商店街などの行事に

も参加されて、たくさんの方々と活発に活動を継続

されていることに敬意を表します。

　また歴代会長の皆様は行政としっかりと向き合わ

れ、教示していただくこと、啓発されることも多

く、ともに歩む仲間として心強く感じています。

　今、住民会議の立場、あり様は変わりつつありま

すが、八雲住区住民会議の益々のご発展を祈念申し

上げますと共に、築いてきたものを大事に守り、育

つように一緒に活動できればと思っています。
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東根住区住民会議 

会長 出川 利郎 

  

 

八八雲雲住住区区住住民民会会議議4400周周年年  

おおめめででととううごござざいいまますす  

 

これまで八雲住区と東根住区とはお隣の住区とし

て交流を深めてまいりました。 

住区としては東根の方が幾分古く、少し年上の兄

といったところですが、八雲小学校と東根小学校を

比べますと、これはもう兄弟などと言うものではな

く東根小は八雲小の孫、いや曾孫といったところで 

しょうか。 私は東根住区で活動をするようになっ

て25年経ちますが、以前、青少年部会では、二住区

合同での企画があり、中学生対象のボウリング大会

をやったり、スケートをやったりしましたが、今で

は何もやらなくなりました。自分のところで手一杯

というところでしょうか。何かもう少し交流を深め

ることはないのか情報交換くらいしてもいいのかな

とも思っています。そういえば一度、役員、有志、

校長先生なども交えて住区対抗カラオケ歌合戦をし

たことがありましたが、これは一度きりで終わって

しまいました。 

 住区の在り方も変わろうとしているなかで、地域

性の異なる八雲と東根が何かもっと交流を深められ

ればいいのかなと思っています。 
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